
稀 襯 書 を 教 室 へ

教養部教授 高 坂 史 朗

知識伝達よりも、深 く考えるとか、論理的に

思考するとか、あるいは自己の思惟をいかに

適切に表現するかといったことが中心になる。

「日本文化論」の場合、人 によっては日本文

化にっいての知識を主眼に置 く方 もいらしゃ

るが、私はそれよりも、 日本の文化をどうと

らえるか、他の国の文化によって相対化 し、

さらに主体的に担うということを目指 してい

る。さて、問題は今年度の 「外国文化論」で

ある。本年度のテーマを 「中世 ヨーロッパの

世界」 に設定 しているが、多 くの学生はヨー

ロッパ経験がない。経験の共有がないと勢い

知 っている者はその知識をひけらかす ことに

なる。そういった知識のひけらか しほど、辟

易するものはない。人間論にして も、日本文

先日、久 しぶりに近畿大学の図書館に入り、

うかっにも迷子になって しまった。閲覧室が

大幅に拡充 し、開架図書が充実 し、雑誌室が

移動 し、閉架の積層書架まで配置が変わ って

いたからである。親 しい図書館員に 「延滞常

習、貸 し出しオーバーの札付きの人間が この

ざまです」 と告げると、「先生が来ないか ら

いけない。雑誌室の移動 はずいぶん前ですよ」

と椰楡された。そういえば近年非常勤に出向

している他の大学の図書館が整備 され、 目新

しいので、 しばらくはそちらの方へ通い詰め

ていた。

近畿大学の図書館は変わった。そしてこれ

は大学図書館の機能の変化の大 きな流れに対

応 している。おそ らくいくっかの大学図書館

では 「閉架書庫」という言葉が死語になって

いるだろう。図書館は 「書籍」 「典籍」 とい

う知識の宝物を しまってお く 「蔵」ではなく

なった。それは大量の出版物に購入が追いっ

かないばかりではな く、いくっかの役割をそ

れぞれの機関が分担 して受け持ち、「隠 さな

い」 システムを確立すれば、それで適切に対

応できるのである。そ して、大学図書館は学

生と教員の情報 システムのセンターとなって

行 く。近畿大学中央図書館 もその動きを加速

しているのである。

*

今年度、私は授業の教授法を変えることを

目指 している。従来 「人間論」「日本文化論」

を担当 していたがそれに 「外国文化論」を加

えた。そもそも教授法という言葉自体が教え

を授 けるという教師が権威をもって学生に知

識伝達を行 うありよ うを示す言葉 である。

「人間論」といった哲学的思考の科 目の場合、
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doninusfaciensomiahec.わ た しが主、 ほ

かに はいない。光 を造 り、闇 を創造 し平和 を

もた らし、災 いを創造 す る者。 わた しが主、

これ らの ことをす るもので ある。」(イ ザヤ書

45章6-7)

作 る人 の喜 び、 そ して これ を手 に した当時

の人 々の感激。本物 だ けが与えて くれる無限

の想像 の世界 を学生 とともに味 わった。

化論にしても 「人間」である限り、「日本人」

である限 り、自己経験の共通性や、教師の独

断的見解を相対化 し得る機能を もっ。「外国

文化論」にはその機能がない。知識の伝授は

やむ得ないところがある。専門学部の教育の

趣旨はそれで も良いが、教養部の教育目的は

そういった辞書的知識の集積にはない。他の

異なる文化に触れて、自己のありようを確認

したり、相対化 したり、ともか く、柔軟な思

考のありようを模索するのである。基本にな

るのは学生主体なのである。教師はできるだ

けヨーロッパはこうなのだと 「学」にしない

ことが必要である。

幸い今年度マルチメディア教室(15-1)が

整備 され、使用許可を得 られた。そこで中世

ヨーロッパの情報をメディア機能を通 して、

ふんだんに提供 している。 もちろんその際、

学生の受容の主体を構築することを目指 しな

がらである。

*

先 日、グーテ ンベルクの活字印刷が ヨーロッ

パ社会 にど う影響 したか とい うテーマを取 り

上 げた。 そ して、 ふ と中央 図書館 に グーテ ン

ベルクの 『四十二行聖書」 の一葉 があ ること

を思 い出 した。 たぶん断 られ るだろ うと、 お

そ るおそ る中央 図書館 の貴重書庫 か ら15-1

の教 室への移動 の許可を申 し出た。なん とあっ

さ りと許可 して もらえた。図書館 の方針 が変

わ ったのだ。図書館 はその役割 が変 わ ってゆ

くし、変えて いか なけれ ばな らない。稀襯本

を貴重書庫 に厳重 な管理 の もとに所蔵 してい

ることを ひけ らかす ので はな く、学生 の教育

のため に積極的 に利用す る方向 を目指 して い

かな ければな らない。 それが近年 の方針 と図

書館員か ら聞 いた。

学生 とともに 「本物」を手 に した。五百年

以上の時間の隔た りと日本 と ヨーロ ッパ とい

う何千 キ ロの空間の距離の中で、意外 と鮮明

に残 る印刷、色鮮やか な顔料、羊皮紙の しっ

か り した紙質、古風な ラテ ン語文字、一葉一

葉 おそ らくグーテ ンベ ルクとそ の弟子 とだ け

で刷 り上げ られて いったで あろう、その一葉。

乏 しい ラテ ン語 の知識で一文を読んでみ る。
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